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　　　　「子どもの権利条例」制定10周年記念と、
格差を広げない、男女平等なまちづくりを

来年度の予算提言

西岡市長に来年度の予算提言を提出しました！
毎年、市民自治こがねい運営委員会から、市長あてに予算提言を提出し、
長期的な政策もあわせて提案しています。
今回、特に訴えたのは、来年度「子どもの権利条例」制定10周年となるの
で、権利条例フォーラムなどの啓発活動に取り組むこと。格差を広げない
施策を行うこと。野川とはけを守る条例を作ること。庁舎や福祉会館の
議論とあわせ、男女平等推進センターを作ること、などです。
詳細は「片山かおるのHP」をご覧ください。

第3回定例会が終わりました（8/31から10/5まで）
片山かおるの一般質問（9/8（金））
税の無理な徴収をしていないか。国民健康保険の都道府県単位
化について
→法に沿って業務しているだけ、と、徴税強化を市は認めません。不適切
な取り扱いの指摘については、改善するという答弁でした。債権管理
条例や回収方針の策定が必要です。

住まいの貧困をなくすための居住支援協議会または居住支援法人を
→住宅セーフティネット法改正について、市も注目しているようです。住
宅の担当課については設置が難しいようですが、検討すべきと主張し
ました。
福島原発事故による避難者の支援について
→住宅提供が打ち切られた避難者などの状況把握を行うという答弁。再
度、避難者登録を市報で呼びかけてもらいました。

新庁舎と新福祉会館はどうなっている？
10/11には厚生文教委員会で、静岡県富士宮市の庁内で直営で運営し
ている福祉総合窓口を、10/31には庁舎及び福祉会館建設等調査特別
委員会で、愛知県稲沢市の庁内で委託で運営している福祉総合窓口の視
察に行きました。いずれも庁舎内にあることで、相談のたらい回しを防ぐ
ことができ、困難ケースにも速やかに対応できます。相談者に寄り添った
設置です。
多くの議員が、現在の福祉会館内の設置案ではなく、庁内設置が必要とい
う見解に立ちました。
11/6の特別委員会で、新庁舎と新福祉会館の配置案が出てきました。
現在のペットボトルや缶の処理施設やリサイクル事業所を残したまま、7
階建の庁舎と4階建の福祉会館を複合化して建て、その後、清掃関連施
設を移転し、跡地は広場にする、といった案が最有力とされています。
新庁舎建設基本計画にある市民協働支援センターは、新福祉会館に配置
されていますが、本来は「自治の要」として庁舎内に設置し、市民協働課
を作るべきです。
新福祉会館には保健センターや子ども家庭支援センターが新たに配置さ
れたため、公民館本館や障がい者施設が配置できなくなっています。
本当に保健センターを配置すべきなのか、稼働率などの資料請求をして
調査中です。
「新しい時代の公民館の在り方について」という、公民館全体の見直しを
行う考えを教育委員会は示してきましたが、公民館運営審議会の答申をま
ったく尊重しない、市民の意向を無視した見解であり、大きな問題と考え
ます。
議会は新福祉会館の床面
積を弾力的に見直すこと、
という決議を可決しました
が、市はきちんと検討して
いません。
11/7の市民検討委員会
では、現在の市の案のま
まパブリックコメントを行
うことが決定されたので、
11/25、28に説明会が
行われ、12/20まで意見
募集されます。ぜひご意
見をお寄せください。

庁舎と福祉会館の配置案
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●ご意見、ご感想をお寄せください

1966年生れ。厚生文教委員、議会運営委員、庁舎及び福祉会館建設等
調査特別委員、国民健康保険運営協議会委員。市民グループ「市民自治
こがねい」共同代表、片山かおるといっしょにかえる小金井の会、放射能問
題に取り組む親たちと共に活動中。全国フェミニスト議員連盟、市民自治
をめざす三多摩議員ネット、「原発事故子ども・被災者支援法」推進自治
体議員連盟、「なくそう！子どもの貧困」全国ネットワークなどに参加。 
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国保の制度がどう変わる？ 
値上げになるの？～国民健康保険
運営協議会が開催（10/25（水））

来年度から国民健康保険のシステムが変わります。これま
では市町村単位で独自に運営していましたが、来年からは東
京都が市からの納付金額と標準保険料率を示し、市はそれ
を参考に保険料率を決定し、市民から徴税して都に納付しま
す。運営方針は都が示すことになります。まだ確定した数
字が出ていませんが、全体に値上げになるのではないかと
心配しています。
現在でも26市中、トップクラスで高い国保税になっています。
条例改正もあるので、今後も頻繁に運営協議会が開かれま
す。次回は11月30日の予定です。

11/17、野川とはけを壊す
都市計画道路についての
意見交換会が開かれます

東京都が主催する意見交換会は50人しか参加できず、傍聴
もできない、閉じた会です。
3.4.11号線という、東大通りから野川と公園を貫き、東八道
路まで繫がる道路の概略設計が示されます。計画を進めるた
めではなく、計画の是非についての意見交換にすべきです。
小金井市にとって重要な道路問題にも関わらず、人数が限ら
れ場所が狭いから傍聴さえできないというのは理不尽です。
議会は『都市計画道路「小金井3・4・1号線」「小金井3・4・
11号線外」の 計画について見直しと誠意ある対応を求める
意見書』を全会一致で可決し、都の建設局に対して、意見交
換会に関する質問と傍聴許可の要請を送っています。
市民とともに道路計画撤回を強く求め、自治体としても、地
域の自然環境と住環境を守る条例等を作って対抗すべきと
考えます。
武蔵野公園整備計画の決定も発表されましたが、近隣住民
や武蔵野公園利用者の意思が反映された現実味のある計画
とは思えないものとなっています。

市民自治こがねいは、
市民と野党の統一候補の
菅直人さんを応援しました
突然の解散での総選挙でしたが、こがねい市民連合のこれ
までの活動をもとに、東京18区市民連合も発足し、統一候補
となった菅直人さんを応援。
議会でも過半数を超える議員が応援し、選挙区での勝利を
勝ち取りました。
「市民と野党の統一候補」という言葉通り、今後の国会での
活動においても、政党の枠にはまらず、市民や応援議員と協
力し、市民目線での国政運営にあたってもらいたいと思って
います。
この地域から、市民主導の選挙と国政に変えていきたいで
すね。

議会日程
10/11（水）-12（木）厚生文教委員会 視察（富士宮市の福祉総合窓口、
幸手市の地域抱括ケアシステム）、建設環境委員会　視察（高山市の
空き店舗活用、豊橋市の自転車活用と空き家対策）
10/16（月）-17（火）議会運営委員会 視察（八尾市の「やお未来会議」
と大学と議会の連携、四日市市の議会改革）
10/22（日）議会報告会
10/23（月）議員研修会（質問力向上について）
10/27（金）議会運営委員会
10/30（月）-31（火）庁舎及び福祉会館建設等調査特別委員会 視察
（神戸市の庁舎建設計画、稲沢市の福祉の総合窓口）
11/2（木）広報協議会
11/6（月）庁舎及び福祉会館建設等調査特別委員会
11/7（火）新庁舎建設における議会施設の在り方検討会
11/13（月）-14（火）総務企画委員会 視察（糸魚川市の大火の概要と
対応、小松市の自主防災組織のランクアップ）
11/15（水）行財政改革推進調査特別委員会、議会報告会実行委員会
11/16（木）厚生文教委員会
11/22（水）建設環境委員会
11/24（金）総務企画委員会
11/28（火）議会運営委員会
11/29（水）新庁舎建設における議会施設の在り方検討会
12/1（金）第４回定例会　初日

詳しくは議会事務局まで（042-387-9947）

衆議院選挙


